

















































































B teEingriff en）と市場経済「体系無反応的作用」（systemfremdeEingriffen) 
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せるべきであるから，その時々の実際に存在する諸条件の状況を再検討すべき
であるo
状況整合性（Situa tionskonf ormi t益t）は目的整合性と体系整合性の上位概念
として把握できる基準であり，経済政策構想，合理的経済政策，経済法制など
の整合性としても把握できる基準である。231）状況整合性には，メーラァによれ
ば，政策手段の実現可能性の整合性（dieDurchsetzbarkeitskonformita t der 
Instrumente)232）の基準が含まれているo ゲフゲン（G.G益fgen）はギールシュ
(H. Giersch）に倣って，政策手段と所与の経済政策の計画全体との一致を構












































おいて「診断から理論への道」を区別している。241）キルシェンと共著者は（ i ) 
調査，（首）分析，（温）政策手段の計画化， (iv）協議，（v）議会の論議，（vi）政
策手段の実行の6段階において経済政策の決定過程の経済政策活動を区別して








































































































































































schaf tspoli tis ch er Optimal punkt）を『超過利益逓減の限界』（dieSchwelle 
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資料： Tuchtfeldt,E., Bausteine zur theorie der Wirtschaftspolitik, 
































































































































































論し，経済政策の事実融合原則（Prinzipder faktischen Verschmelzung der 
W irtschaf tspoli tik）と名づけている266）。集計効果の結果として，マクロ経済
はある特定の反応状態を表わしている。



























































資料： Kδrner.H., Theoretische Grundlagen der Wirtschaf tspolitik, 
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